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(57)【要約】
　本発明は、電気自動車又はハイブリッド車の推進シス
テムを冷却し潤滑するための組成物の使用であって、前
記組成物は、(i)少なくとも1種の基油;及び(ii)基油(i)
と異なる式Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b(I)の少な
くとも1種のジエステルを含む、使用に関する。本発明
はまた、電気自動車又はハイブリッド車の推進システム
を冷却し潤滑するための、前記システムの少なくとも1
つの機械的部品を上で定義された組成物と接触させる少
なくとも1つの工程を含む方法にも関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し潤滑するための組成物の使用で
あって、前記組成物は、少なくとも:
(i)少なくとも1種の基油;及び
(ii)基油(i)と異なる少なくとも1種の式(I)のジエステル:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b　　(I)

（式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチルを表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは1、2又は3の値を有し;sが1と異なるとき、nは同一でも異なってもよいと理解され;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好まし
くは3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化
水素基を表し;
　但し、sが2の値を有し、同一であるnが2の値を有するとき、基Rの少なくとも1つは直鎖
状又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し;
　但し、sが1の値を有し、nが3の値を有するとき、エステル官能基の酸素原子のベータ位
の炭素に結合した基Rの少なくとも1つは水素原子を表す）
を含む、使用。
【請求項２】
　基油が100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/s、特に1.5～6.1mm2/s、より
特定的には1.5～4.1mm2/s、更により特定的には1.5～2.1mm2/sの動粘度を有することを特
徴とする、請求項1に記載の使用。
【請求項３】
　基油が、カルボン酸及びアルコールのある種のエステル、ポリアルファオレフィン及び
2～8個の炭素原子、特に2～4個の炭素原子を含むアルキレンオキシドの重合又は共重合に
より得られるポリアルキレングリコールのような合成油から選択される、請求項1又は2に
記載の使用。
【請求項４】
　組成物が60%～99.5質量%、好ましくは70%～98%、更により好ましくは80%～98%、有利に
は90%～97質量%の基油、又は基油の混合物を含むことを特徴とする、請求項1～3のいずれ
か一項に記載の使用。
【請求項５】
　式(I)のジエステルが式(I')のジエステルである、請求項1～4のいずれか一項に記載の
使用：
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)-([C(R')2]m-O)s-1-C(O)-R

b　 (I')
（式中:
-　R及びR'は、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル
基、特にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチル基を表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは2の値を有し;
-　mは2の値を有し;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好まし
くは3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の直鎖状又は分岐した炭化水
素基を表し;
但し、sが2の値を有するとき、基R又はR'の少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)
アルキル基を表す）。
【請求項６】
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　式(I)の1種または複数種のジエステルが、組成物の総質量に対して、1～30wt%、特に5
～30wt%、好ましくは5～25wt%、より特定的には10～25wt%の含量で存在する、請求項1～5
のいずれか一項に記載の使用。
【請求項７】
　組成物が更に、50℃以上の沸点を有する炭化水素含有流体、ラジカル阻害剤、摩擦調整
剤、洗剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、分散剤、酸化防止剤、流動点改良剤、消泡剤及び
これらの混合物から選択される少なくとも1種の添加剤を含む、請求項1～6のいずれか一
項に記載の使用。
【請求項８】
　電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し潤滑する方法であって、前記シ
ステムの少なくとも1つの機械的部品、とりわけ少なくとも1つの電池、特にリチウム-イ
オン又はニッケル-カドミウム電池を、請求項1～7のいずれか一項に規定の組成物と接触
させる少なくとも1つの工程を含む、方法。
【請求項９】
　前記少なくとも1つの機械的部品が前記組成物中に静止して又は循環しながら浸漬され
たか若しくは半浸漬された少なくとも1つの電池であるか、又は前記組成物が注入により
、ジェット、噴霧により、或いは圧力下及び電池にかかる重力による前記組成物からのミ
ストの生成により直接電池と接触させられることを特徴とする、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも1種の基油を含み、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し
潤滑して推進システム、特にその電池のオイル交換間隔を延ばすための組成物における、
請求項1、5及び6のいずれか一項に規定の式(I)のジエステルの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムのための潤滑油組成物の分野
に関し、従って、推進システムの変速機に関する潤滑と、パワーエレクトロニクス及び電
池の冷却の両方の特性を有する組成物を提案することを目指しており、これらの2つの特
性は電気自動車又はハイブリッド車の推進システムにおけるモーターに関連して組み合わ
せられる。
【背景技術】
【０００２】
　CO2排出を低減すると共にエネルギー消費量も低下するための国際標準の進展により、
自動車製造会社は、燃焼エンジンに代わる代替手段となる解決策を提案することが奨励さ
れている。
【０００３】
　自動車製造会社により確認された解決策の1つは燃焼エンジンを電気モーターと取り替
えることからなる。従って、CO2排出を低減する研究の結果として多くの自動車会社によ
り電気自動車が開発されることになった。
【０００４】
　「電気自動車」は、本発明の意味で、推進力の併用手段として燃焼エンジン及び電気モ
ーターを含むハイブリッド車と対照的に、推進力の唯一の手段として電気モーターを含む
乗り物を意味する。
【０００５】
　「推進システム」は、本発明の意味で、電気自動車の推進に必要な機械的部品を含むシ
ステムを意味する。従って推進システムはより特定的にパワーエレクトロニクスの電気モ
ーター、又はローター-ステーターアセンブリ(速度の調節専用)、変速機及び電池を含む
。
【０００６】
　一般に、電気自動車又はハイブリッド車においては、上述の推進システムの様々な構成
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要素の潤滑及び冷却という二重の制約をかなえる組成物を使用することが必要である。
【０００７】
　電気モーター自体に関して、潤滑油組成物は潤滑と冷却の複合の役割を果たす。パワー
エレクトロニクスに関して、組成物は冷却を提供する。変速機は組成物により潤滑され、
最後に電池は前記組成物により冷却される。
【０００８】
　本発明に従って定義される組成物は潤滑と冷却の複合の役割を果たす。
【０００９】
　「潤滑剤」ともよばれる潤滑油組成物は一般に、モーターの様々な動く金属部品間の摩
擦力を低減することを主目的としてモーターに使用され、加えて、これらの部品、特にそ
の表面の早過ぎる摩耗又は更には損傷を防ぐのに効果的である。
【００１０】
　この目的で、潤滑油組成物は慣習的に1種または複数種の基油からなり、この基油は一
般に、例えば摩擦調整添加剤のような、基油の潤滑性能を刺激するように設計された幾つ
かの添加剤と組み合わせられる。
【００１１】
　また、電気推進システムは作動中電気モーター、パワーエレクトロニクス及び電池から
熱を発生する、発生する熱の量は通常環境へ消散される熱の量より多いので、モーター、
パワーエレクトロニクス及び電池を冷却することが必要である。一般に冷却は、危険な温
度に達するのを避けるために、推進システムの熱を発生する幾つかの部品及び/又は前記
システムの熱に感受性の部品、特にパワーエレクトロニクス及び電池に対して行なわれる
。
【００１２】
　なお、明白な安全上の理由で、電気推進システムを冷却するための流体は低い可燃性を
有するのが重要である。
【００１３】
　慣習的に、空気で、場合によりグリコールと組み合わせてもよい水で、又はオイルジェ
ットで電気モーターを冷却することは公知である。
【００１４】
　文書国際公開第2011/113851号は、ハイブリッド車の又は運動エネルギー回生システム(
KERS)を備えた車両の電気モーターを冷却するための基油、好ましくはポリアルファオレ
フィン(PAO)又はGTLを含む潤滑油組成物の使用を記載している。しかし、記載されている
組成物はハイブリッド車又はKERSシステムのモーターに最適化されており、その冷却特性
は完全に電気の駆動システムに使用するのに適切でない。実際、電気自動車のモーターは
より高い使用頻度のためにハイブリッド車の電気モーターよりずっと大きな応力を受け、
高まった冷却特性の油の使用を必要とする。
【００１５】
　また我々は、特開2012-184360号公報の文書も引用し得、これは電気モーターを冷却す
るために合成の基油及びフッ素化された化合物を含む潤滑油組成物を記載している。しか
しながら、これらの組成物中に存在するヒドロクロロフルオロカーボンは、オゾン層に重
大な負の影響を有し強力な温室効果ガスである有機ガスである。フッ素化されたガスはま
た、その使用を実質的に制限することになる幾つかの規制も受ける。
【００１６】
　確かに、1951年に遡る文書米国特許第716086号は潤滑油組成物中にジエステルを使用す
ることを提案している。しかしながら、この使用は本発明の場合と非常に異なる状況で考
えられている。まず第一に、特許米国特許第716086号で考えられている潤滑油組成物は本
発明に従って考えられるものと一致せず、特に、極めて大きい温度変化に曝露される航空
機エンジンで使用されることが意図されている。合成エステルは、そこで、より高い粘度
指数及び引火点、並びに同等な粘度の鉱油より低い流動点を保有する限りにおいて鉱油よ
り有用であると記載されている。
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【００１７】
　経済及び使い勝手の良さの明白な理由から、電気自動車又はハイブリッド車の推進シス
テムの潤滑及び冷却の必要性を同時に満たすことが可能になる組成物があれば有利であろ
う。
【００１８】
　残念ながら、これら2つの特性、潤滑と冷却は一見して反対の制約を課す。実際、電気
モーターの最適な冷却に対して、可能な限り流体である水のようなものを使用することが
知られている。現在、かかる流体は良好なレベルの潤滑を提供しない。逆に、摩耗に抗し
て接触する部品の良好なレベルの潤滑と保護を提供することができる高粘度の組成物は満
足な冷却可能性を有していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】国際公開第2011/113851号
【特許文献２】特開2012-184360号公報
【特許文献３】米国特許第716086号
【特許文献４】国際公開第2015/116496号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明は、推進システムの上述の要素の潤滑及び冷却を同時に満たすことを可能にする
新しい組成物をまさしく提案しようとする。
【００２１】
　より詳細には、本発明者は、少なくとも以下に定義される式(I)のジエステルを潤滑油
組成物中に用いて、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムの潤滑及び冷却の複合
の機能を提供することが可能であることを発見した。
【００２２】
　このように形成される組成物は、従って推進システムと直接接触させて、モーター、パ
ワーエレクトロニクス及び電池への前記組成物の直接接触によってこれらの部品を冷却す
ると共にそれらの潤滑も提供し得る。
【００２３】
　このようにこれらの部品と直接接触する組成物は伝統的な空気冷却、及び間接接触によ
る水冷却より良好な冷却を提供する。この直接接触はより良好な熱放散を可能にする。
【００２４】
　実際、空気冷却は直接冷却を可能にするが、空気は熱放散には非常に貧しい流体である
。逆に、水は冷却するのに高性能の流体であるが、モーター、パワーエレクトロニクス及
び電池との直接接触とは適合しない。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　従って、第1の局面によると、本発明は、電気自動車又はハイブリッド車の推進システ
ムを冷却し潤滑するための組成物の使用であって、前記組成物は、
少なくとも:
(i)少なくとも1種の基油;及び
(ii)基油(i)とは異なる少なくとも1種の式(I)のジエステル:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b (I)
を含み、
式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチルを表し;
-　sは、1又は2の値を有し;
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-　nは、1、2又は3の値を有し;sが1と異なるとき、nは同一でも異なってもよいと理解さ
れ;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好まし
くは3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化
水素基を表し;
但し、sが2の値を有し、同一であるnが2の値を有するとき、基Rの少なくとも1つは直鎖状
又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し;
但し、sが1の値を有し、nが3の値を有するとき、エステル官能基の酸素原子のベータ位の
炭素に結合した基Rの少なくとも1つは水素原子を表す、使用に関する。
【００２６】
　より特定的には、前記添加剤を含む潤滑油組成物は、電気自動車の電池、とりわけLi-
イオン又はNi-Cd電池と直接接触させることが意図されており、特に添加剤を含む前記潤
滑油組成物、又は本発明に従って使用される組成物に浸され、又は半ば浸され、静止又は
循環され、或いはオイルのスプレー、ジェット、又はミストの形態で直接噴霧される。
【００２７】
　本発明に従って定義される組成物は電気自動車又はハイブリッド車に存在する電池の効
率的な冷却を可能にする。
【００２８】
　本発明に従って必要とされるエステルの冷却特性は、前記エステルのλで示される熱伝
導率、及びCpで示される熱容量を測定することにより決定することができる。
【００２９】
　熱伝導率は伝導による熱伝達中の物質の挙動を特徴付け、単位面積及び単位時間当たり
1ケルビン/メートルの温度勾配の下で伝達されるエネルギー(熱の量)を表す。熱伝導率が
高ければ高いほど、その物質はそれだけ良いエネルギーの伝導体であり、熱を消散する能
力を有する。
【００３０】
　熱伝導率は、規格ASTM D7896に従って測定することができる。
【００３１】
　熱容量(heat capacity又はcalorific capacity)により、温度変化の間熱交換によりエ
ネルギーを吸収又は復元する物体の能力を定量化することが可能になる。熱容量が高けれ
ば高いほど、その物体はそれだけ良いエネルギーの伝導体であり、熱を消散する能力を有
する。
【００３２】
　熱容量は、示差走査熱量測定(DSC)により規格ASTM E1269に従って測定することができ
る。
【００３３】
　本発明者は、驚くべきことに、本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルが後述
の実施例1に示されるように伝導率及び熱容量の高い値を有することを見出した。
【００３４】
　実際、得られた値は、上に定義された式(I)のジエステルが熱を効果的に消散する能力
を有することを示している。従って、少なくとも1種の基油を含む組成物中でのその使用
により、それと接触する部品、特に電気自動車又はハイブリッド車の電池を冷却する特性
を前記組成物に付与することが可能になる。
【００３５】
　また、本発明に従って使用される組成物は、電気自動車又はハイブリッド車の推進シス
テム、より特定的には電気モーター自体及び変速機の潤滑を提供することができる。
【００３６】
　有利なことに、本発明に従って定義される組成物によって、電気自動車又はハイブリッ
ド車の変速機、特に減速ギア装置の潤滑を提供することが可能になる。
【００３７】
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　このように、本発明に従って使用されるこの単一の組成物によって、電気自動車又はハ
イブリッド車において、モーター、パワーエレクトロニクス及び電池、とりわけLi-イオ
ン又はNi-Cd電池の冷却、並びに電気モーター及び変速機、特に減速ギア装置の潤滑の両
方を提供することが可能になる。
【００３８】
　なお、少なくとも1種の基油中での少なくとも1種の上に定義された式(I)のジエステル
の使用により、有利なことに、基油の可燃性温度(flammability temperature)を上昇させ
ることが可能になる。
【００３９】
　このように、本発明に従って使用される組成物は特にとりわけ有利な高い温度の可燃性
を有する。
【００４０】
　また有利なことに、少なくとも1種の基油中での少なくとも1種の上に定義された式(I)
のジエステルの使用により、前記組成物の寿命を延ばすことも可能になる。
【００４１】
　実際、潤滑及び/又は冷却組成物の長期の使用は、その蒸発により組成物の容量の低下
、従って前記組成物の特性の経時的な低下を誘発することが知られている。
【００４２】
　この度、本発明者は、驚くべきことに、後述の実施例2に示されるように、本発明に従
って必要とされる式(I)のジエステルが、本発明に従わない、特にsが3の値を有する上で
定義された式(I)に対応するジエステルで観察されたのと比較して、より長い蒸発時間、
従ってより低い揮発性を有することを見出した。
【００４３】
　揮発性は、規格ASTM D6375に従って熱重量分析、又はTGAにより測定することができる
。
【００４４】
　従って、本発明に従う式(I)のジエステルは、それが使用される組成物に、より長い使
用時間にわたって、特に潤滑及び冷却の有利な特性を付与することによりオイル交換間隔
を延ばす。この基準は、アクセスが困難であり、そのオイル交換が複雑なことが判明する
ことがある推進システムの部品、例えば電池にとって特に重要である。
【００４５】
　従って、その局面のもう1つに従って、本発明は、上に定義された式(I)のジエステルの
、少なくとも1種の基油を含む、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し
潤滑する組成物において、推進システム、特にその電池のオイル交換間隔を長くするため
の使用に関する。
【００４６】
　本発明は更に、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し潤滑するために
、前記システムの少なくとも1つの機械的部品を本発明に従って記載された組成物と接触
させる少なくとも1つの工程を含む方法に関する。
【００４７】
　本発明に従って定義された組成物を使用する他の特徴、変形及び利点は以下の記載及び
図を読むことでより明瞭となるであろう。
【００４８】
　以下、表現「の間の」、「の範囲の」及び「から・・・まで変化する」は同意義であり
、他に断らない限り限界が含まれることを意味することが意図されている。
【００４９】
　他に断らない限り、表現「1つを含む」は「少なくとも1つを含む」として理解するべき
である。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
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【図１】図1は、電気又はハイブリッド推進システムの略図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　組成物
　上述したように、本発明に従って使用される組成物は、少なくとも、(i)基油又は以下
に説明される流体ベース、及び(ii)以下で詳細に定義される少なくとも1種の式(I)のジエ
ステルを含む。
【００５２】
　より特定的には、本発明に従って使用される組成物は、100℃で規格ASTM D445に従って
測定して2～8mm2/s、好ましくは3～7mm2/sの動粘度を有し得る。
【００５３】
　有利には、本発明に従って使用される潤滑油組成物はSAEJ300分類に従って式(X)W(Y)に
より定義される等級のものであり得、式中のXは0又は5を表し;Yは4～20、特に4～16又は4
～12の整数を表す。
【００５４】
　基油
　本発明に従って使用される組成物は、100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm
2/s、特に1.5～6.1mm2/s、より特定的には1.5～4.1mm2/s、更により特定的には1.5～2.1m
m2/sの動粘度を有する、少なくとも1種の基油、特に1種または複数種の基油から形成され
る流体ベースを含む。
【００５５】
　この基油は幾つかの基油の混合物、即ち2、3又は4種の基油の混合物であり得る。
【００５６】
　以下、名称「流体ベース」は、100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/sの
動粘度を有するオイル又は基油の混合物を意味する。
【００５７】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物中に存在する基油は、API分類で定義されるク
ラス(又はATIEL分類に従う等価なもの)に従い、下記Table A(表1)に示される群I～Vに属
する鉱物若しくは合成起源のオイル又はその混合物から選択され得、但しそのオイル又は
オイルの混合物は上述した所望の粘度を有する。
【００５８】
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【表１】

【００５９】
　鉱物基油は、原油の常圧及び真空蒸留に続く精製操作、例えば溶媒抽出、脱歴、溶媒脱
蝋、水素精製、水素化分解、水素異性化及び水素化仕上げにより得られるあらゆる種類の
基油を含む。
【００６０】
　生物起源であってもよい合成及び鉱油の混合物も使用できる。
【００６１】
　一般に、本発明に従って使用される組成物を調製するためのいろいろな基油の使用に関
して、上述の粘度基準を満たすことに加えて、電気自動車又はハイブリッド車の推進シス
テムで使用するのに適したとりわけ粘度指数、イオウ含量又は耐酸化性を有していなけれ
ばならないということを除いて制限はない。
【００６２】
　本発明に従って使用される組成物の基油はまた、カルボン酸とアルコールのある種のエ
ステル、ポリアルファオレフィン(PAO)、及び2～8個の炭素原子、特に2～4個の炭素原子
を含むアルキレンオキシドの重合又は共重合により得られるポリアルキレングリコール(P
AG)のような合成油から選択されてもよい。
【００６３】
　基油として使用されるPAOは例えば4～32個の炭素原子を含むモノマー、例えばオクテン
又はデセンから得られる。
【００６４】
　PAOの質量平均分子量は極めて広く変化し得る。好ましくは、PAOの質量平均分子量は60
0Da未満である。PAOの質量平均分子量はまた100～600Da、150～600Da、又は200～600Daの
範囲であってもよい。
【００６５】
　例えば、100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/sの動粘度を有する本発明
の状況で使用されるPAOはIneos社により商標Durasyn(登録商標)162、Durasyn(登録商標)1
64、Durasyn(登録商標)166及びDurasyn(登録商標)168で市販されている。
【００６６】
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　有利には、本発明に従って使用される組成物の基油又はオイルはポリアルファオレフィ
ン(PAO)から選択される。
【００６７】
　好ましくは、本発明に従って使用される組成物は100℃で規格ASTM D445に従って測定し
て1.5～8mm2/sの動粘度を有する1種または複数種の基油から形成された流体ベースを含む
。
【００６８】
　言い換えると、本発明に従って使用される組成物は、100℃で規格ASTM D445に従って測
定した動粘度の基準を満たさない基油又は基油の混合物を含まず、特に9mm2/s超の粘度を
有するオイル又は基油の混合物を含まない。
【００６９】
　当業者は本発明に従って使用される組成物中に使用すべき流体ベースの含量を調節して
組成物に望ましい粘度を達成することができる。
【００７０】
　上述したように、流体ベースは特に本発明に従って使用される組成物の冷却可能性を提
供する。特に、ベースの流動性は、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムの電池
と接触させて組成物を使用するときに特に良好な冷却特性を保証する。
【００７１】
　使用される組成物の冷却特性は、有利なことに、流体を静止時よりも低いレベルの粘度
にさせる注入のレベルで組成物にかけられる剪断力により更に高められる。
【００７２】
　特に、本発明に従って使用される組成物は、組成物の総質量に対して60%～99.5質量%、
好ましくは70%～98%、更により好ましくは80%～98%、有利には90%～97質量%の、とりわけ
100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/sの動粘度を有する基油、又は基油の
混合物を含む。
【００７３】
　式(I)のジエステル
　上述したように、本発明に従って使用される潤滑油組成物は、特殊性のために、上で定
義された基油と異なる少なくとも1種の一般式(I)のジエステルを含有するべきであり、
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b　(I)
式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチルを表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは1、2又は3の値を有し;特にnは2又は3の値を有し、より特定的にはnは2の値を有し
、ここでsが1と異なるとき、nは同一でも異なってもよいと理解され;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好まし
くは3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化
水素基を表し;
但し、sが2の値を有し、同一であるnが2の値を有するとき、基Rの少なくとも1つは直鎖状
又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し;
但し、sが1の値を有し、nが3の値を有するとき、エステル官能基の酸素原子のベータ位の
炭素に結合した基Rの少なくとも1つは水素原子を表す。
【００７４】
　1つの実施形態によると、同一でも異なってもよいRa及びRbは、互いに独立して、2～11
個の炭素原子、好ましくは3～8個の炭素原子を含む飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐し
た炭化水素基を表す。
【００７５】
　以下、本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルを、より簡単に本発明のジエス
テルと指称する。
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【００７６】
　好ましくは、本発明の状況で:
-　t及びzが整数である「Ct-z」は、t～z個の炭素原子を有し得る炭素鎖を意味し;例えば
C1-4は1～4個の炭素原子を有し得る炭素鎖を意味し;
-　「アルキル」は、直鎖状又は分岐した飽和脂肪族基を意味し;例えばC1-4-アルキル基
は1～4個の炭素原子の直鎖状又は分岐した炭素鎖、より特定的にはメチル、エチル、プロ
ピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、tert-ブチルを表す。
【００７７】
　好ましくは、上述の式(I)において、sが1と異なるとき、nは全て同一である。
【００７８】
　特に、上述の式(I)中のnは2又は3の値を有し、より特定的にはnは2の値を有する。
【００７９】
　好ましくは、少なくとも1つの基Rは(C1～C5)アルキル基、特に直鎖状又は分岐した(C1
～C4)アルキル、より好ましくはメチル、エチル又はプロピル;有利にはメチルを表す。
【００８０】
　特に好ましい実施形態によると、本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは、
より特定的には、次式(I')のジエステルであり得る:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)-([C(R')2]m-O)s-1-C(O)-R

b (I')
式中:
-　R及びR'は、互いに独立して、水素原子、又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキ
ル基、特にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチル基を表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは2の値を有し;
-　mは2の値を有し;
-　同一でも異なってもよいRa及びRbは、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好ましく
は3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の直鎖状又は分岐した炭化水素
基を表し;
但し、sが2の値を有するとき、基R又はR'の少なくとも1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)
アルキル基を表す。
【００８１】
　好ましくは、本発明に従って必要とされるジエステルは式(I')のものであり、式中のR
又はR'の少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特に(C1～C4)アルキ
ル、より好ましくはメチル、エチル又はプロピル;有利にはメチルを表す。
【００８２】
　変形の実施形態によると、上述の式(I)又は(I')中のsは2の値を有する。
【００８３】
　特に、本発明に従って必要とされるジエステルは次式(I'a)のものでよい:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)-([C(R')2]m-O)-C(O)-R

b　(I'a)
式中:
-　R及びR'は、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル
基、特にメチル、エチル若しくはプロピル基、有利にはメチルを表し;
-　nは2の値を有し;
-　mは2の値を有し;
-　同一でも異なってもよいRa及びRbは、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好ましく
は3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の直鎖状又は分岐した炭化水素
基を表し;
但し、基R又はR'の少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチル
、エチル又はプロピル、有利にはメチルを表す。
【００８４】
　好ましくは、基Rの少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチ
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ル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表し;R'の少なくとも1つは直鎖状又は分岐
した(C1～C5)アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表す。
【００８５】
　更により好ましくは、本発明のジエステルは、基Rの1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)
アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表し;基R'の1つが直
鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメ
チルを表し;他の基R及びR'は水素原子を表す、式(I'a)のものでよい。
【００８６】
　言い換えると、特定の実施形態に従って、本発明のジエステルは次式(I''a)のものでよ
い:
Ra-C(O)-O-CHR1-CHR2-O-CHR3-CHR4-O-C(O)-Rb　(I''a)
式中:
-　基R1及びR2の1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し、他の1つは水素原
子を表し;
-　基R3及びR4の1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し、他の1つは水素原
子を表し;
-　同一でも異なってもよいRa及びRbは上で定義された通りである。
【００８７】
　特に、本発明のジエステルは、
-　基R1及びR2の1つがメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表し、他の1つ
が水素原子を表し;
-　基R3及びR4の1つがメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表し、他の1つ
が水素原子を表す
式(I''a)のものでよい。
【００８８】
　別の変形の実施形態によると、上述の式(I)又は(I')中のsは1の値を有する。
【００８９】
　言い換えると、本発明に従って必要とされるジエステルは次式(I'b)のものでよい:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)-C(O)-R

b　(I'b)
式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル若しくはプロピル基、有利にはメチルを表し;
-　nは2の値を有し;
-　同一でも異なってもよいRa及びRbは、互いに独立して、2～11個の炭素原子、好ましく
は3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化水
素基を表す。
【００９０】
　好ましくは、上述の式(I'b)中、Rの少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)アル
キル基、特にメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表す。
【００９１】
　特に、本発明のジエステルは、基Rの1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル又はプロピル基、有利にはメチルを表し、他の1つが水素原子を表す、
式(I'b)のものでよい。
【００９２】
　上述したように、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)において、同一でも異
なってもよいRa及びRbは、2～11個の炭素原子、好ましくは3～8個の炭素原子の直鎖状の
鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化水素基を表す。
【００９３】
　「炭化水素含有」基は、分子の残りに直接固定された炭素原子を有し、主として脂肪族
の炭化水素特性を有するあらゆる基を意味する。
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【００９４】
　好ましくは、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)においてRa及びRbは3～6個
の炭素原子の直鎖状の鎖を有する。
【００９５】
　変形の実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)においてRa及
びRbは8～11個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する。
【００９６】
　「t～z個の炭素原子の直鎖状の鎖」は次々にt～z個の炭素原子を含む飽和又は不飽和の
、好ましくは飽和の炭素鎖を意味し、場合により炭素鎖の分枝のレベルに存在していても
よい炭素原子は直鎖状の鎖を構成する炭素原子の数(t-z)に入れない。
【００９７】
　特定の実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)において、同
一でも異なってもよいRa及びRbは植物、動物又は石油由来である。
【００９８】
　特定の実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)において、同
一でも異なってもよいRa及びRbは飽和基を表す。
【００９９】
　もう1つ別の特に好ましい実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(
I'b)において、同一でも異なってもよいRa及びRbは直鎖状の基を表す。
【０１００】
　別の特定の実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)において
、Ra及びRbは飽和した直鎖状のC8～C11、特にC8～C10炭化水素基を表す。
【０１０１】
　特に、Ra及びRbは同一である。
【０１０２】
　好ましくは、Ra及びRbは両方ともn-オクチル又はn-ウンデシル、好ましくはn-オクチル
基を表す。
【０１０３】
　もう1つ別の特定の実施形態によると、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)に
おいて、Ra及びRbは2～11個の炭素原子、好ましくは3～8個の炭素原子を含む分岐した炭
化水素基を表す。
【０１０４】
　この変形によると、Ra及びRbは、上述の式(I)、(I')、(I'a)、(I''a)又は(I'b)におい
て、好ましくは少なくとも1個、好ましくは1個のC1～C6炭化水素基、好ましくはメチル又
はエチルにより分岐した3～7個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する。
【０１０５】
　特に、Ra及びRbは同一である。
【０１０６】
　好ましくは、Ra及びRbは両方とも2-メチルヘプチル又は2-エチルヘキシル基を表す。
【０１０７】
　本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは市販されているか又は文献に記載さ
れており当業者は精通している合成方法により調製できる。これらの合成方法はより特定
的には式HO-([C(R)2]n-O)s-OHのジオール化合物と式Ra-COOH及びRb-COOHの化合物とのエ
ステル化反応を使用し、ここで同一でも異なってもよいRa及びRbは上で定義された通りで
ある。
【０１０８】
　もちろん、本発明に従って必要とされるジエステルを得るために合成条件を調節するこ
とは当業者にゆだねられる。
【０１０９】
　例として、上述の式(I)、特に上述の式(I')のジエステルは、モノ-又はポリプロピレン
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グリコール、特にモノプロピレングリコール(MPG)又はジプロピレングリコール(DPG)、ジ
エチレングリコール(DEG)、ネオペンチルグリコール(NPG)、好ましくはジプロピレングリ
コール又はジエチレングリコールと、特にノナン酸、ドデカン酸、イソノナン酸、2-エチ
ルヘキサン酸、及びこれらの混合物から選択される1種または複数種の適切なカルボン酸R
a-COOH及びRb-COOHとのエステル化反応により得ることができる。
【０１１０】
　一例として、
-　sが2の値を有し、
-　基Rの1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピ
ル基、有利にはメチルを表し、他の1つが水素原子を表し;
-　基R'の1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピ
ル基、有利にはメチルを表し、他の1つが水素原子を表す
上で定義された式(I')のジエステル又はジエステルの混合物は:
ジプロピレングリコール(DPG)と1種または複数種の適切なカルボン酸Ra-COOH及びRb-COOH
とのエステル化反応により得ることができる。
【０１１１】
　-　sが1の値を有し、
-　基Rの1つが直鎖状又は分岐した(C1～C5)アルキル基、特にメチル、エチル又はプロピ
ル基、有利にはメチルを表し、他の1つが水素原子を表す
上で定義された式(I')のジエステルはモノプロピレングリコール(MPG)と1種または複数種
の適切なカルボン酸Ra-COOH及びRb-COOHとのエステル化反応により得ることができる。
【０１１２】
　特に、Ra及びRbが両方ともn-オクチル又はn-ウンデシル基を表す場合、前記ジエステル
又はジエステルの混合物は従ってモノプロピレングリコール又はジプロピレングリコール
とノナン酸又はドデカン酸とのエステル化反応により得ることができる。
【０１１３】
　1つの実施形態によると、本発明に従って必要とされるジエステル又はジエステル混合
物はジプロピレングリコールとノナン酸、ドデカン酸及びこれらの混合物とのエステル化
反応により得ることができる。
【０１１４】
　別の実施形態によると、本発明に従って必要とされるジエステル又はジエステル混合物
はジエチレングリコールとノナン酸とのエステル化反応により得ることができる。
【０１１５】
　もう1つ別の実施形態によると、本発明に従って必要とされるジエステル又はジエステ
ル混合物はネオペンチルグリコールとノナン酸、イソノナン酸、2-エチルヘキサン酸及び
これらの混合物とのエステル化反応により得ることができる。
【０１１６】
　本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは、有利には、40℃で規格ASTM D445に
従って測定して5～18mm2/s、好ましくは8～15mm2/sの動粘度、及び/又は100℃で規格ASTM
 D445に従って測定して1.5～9.3mm2/s、好ましくは2～4mm2/sの動粘度を有する。
【０１１７】
　本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは、有利には、30℃で規格ASTM D7896
に従って測定して100mW/Km以上、好ましくは110～180mW/Kmの熱伝導率及び/又は130℃で
規格ASTM D7896に従って測定して90mW/Km以上、好ましくは95～160mW/Kmの熱伝導率を有
する。
【０１１８】
　本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは、有利には、20℃で規格ASTM E1269
に従って測定して1.5J/K以上、好ましくは1.8～2.1J/Kの熱容量及び/又は80℃で規格ASTM
 E1269に従って測定して2J/K以上、好ましくは2.0～2.8J/Kの熱容量を有する。
【０１１９】
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　本発明に従って必要とされる式(I)のジエステルは、有利には、規格ASTM D6375に従っ
て測定して400秒以上、好ましくは410～600秒の、前記エステルの20wt%の蒸発時間を有す
る。
【０１２０】
　本発明の状況で、上に定義された式(I)のジエステルは上で定義された式(I)のジエステ
ルの混合物の形態であり得ると理解される。
【０１２１】
　本発明によると、式(I)の1種または複数種のジエステルは、本発明に従って使用される
組成物の総質量に対して1～30wt%、特に5～30wt%、好ましくは5～25wt%、より特定的には
10～25wt%の含量で存在し得る。
【０１２２】
　本発明に従って使用される組成物の配合に関して、当業者により知られているあらゆる
方法がジプロピレングリコールの少なくとも1種のエステルによるオイルのこの添加剤処
理に使用できる。
【０１２３】
　上で定義された式(I)の1種または複数種のジエステルはベースの潤滑油に直接組み込む
ことができる。
【０１２４】
　変形の実施形態によると、本発明に従って使用される組成物は、
-　100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/sの動粘度を有する基油、又は基油
の混合物;及び
-　上に定義された式(I)のジエステル
の混合物で形成され、言い換えると、その混合物からなる。
【０１２５】
　或いは、本発明に従って使用される組成物は更に、以下により詳細に定義される1種ま
たは複数種の追加の添加剤を含んでもよい。
【０１２６】
　追加の添加剤
　本発明の一変形によると、本発明に従って使用される潤滑油組成物は更に、基油の特性
を調節する少なくとも1種の添加剤を含んでいてもよい。
【０１２７】
　使用される添加剤の種類及び量は、本発明に従って使用される組成物の冷却及び潤滑力
の合わせた特性に影響を及ぼさないように選択されると理解される。
【０１２８】
　炭化水素含有流体
　本発明に従って使用される組成物はまた、50℃以上の沸点を有する少なくとも1種の炭
化水素含有流体を使用し得る。
【０１２９】
　この種の炭化水素含有流体は、好ましくは、50～350℃、特に60～250℃、更により特定
的には80～200℃の沸点を有する。
【０１３０】
　好ましくは、炭化水素含有流体は、炭化水素含有流体の総質量に対して90wt%以上の生
物学的起源の炭素の含量を有する。
【０１３１】
　本発明の意味で、「炭化水素含有流体」は、芳香族若しくは環式の基、又はヘテロ原子
を含んでいてもよい飽和又は不飽和の直鎖状炭化水素の分子を含むあらゆる流体を意味す
る。
【０１３２】
　有利には、炭化水素含有流体は完全に飽和している。好ましくは、炭化水素含有流体の
成分は12～30個の炭素原子、好ましくは13～19個の炭素原子、より好ましくは14～18個の
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炭素原子を含むイソパラフィンから選択される。
【０１３３】
　1つの実施形態によると、炭化水素含有流体は、特に12～30個の炭素原子を含むアルカ
ン、又は非環式の鎖を有する飽和炭化水素の直鎖状分子を、炭化水素含有流体の総質量に
対して80～100wt%、又は更に90～100wt%、例えば95～100wt%の含量で含む。
【０１３４】
　本発明の状況で、「パラフィン」は直鎖の炭化水素(「直鎖パラフィン」ともいわれる)
及び/又は分岐鎖の炭化水素(「イソパラフィン」ともいわれる)を意味する。
【０１３５】
　ヘテロ原子として、本発明の状況で、我々は特に窒素及び酸素に言及し得る。
【０１３６】
　本発明の特定の実施形態によると、炭化水素含有流体は、炭化水素含有流体の総質量に
対して90～100wt%のイソパラフィン、0～10wt%の含量の直鎖パラフィン及び90wt%以上の
含量の生物学的起源の炭素を含む。
【０１３７】
　炭化水素含有流体は、有利には、炭化水素含有流体の総質量に対して90wt%以上、特に9
5wt%以上、更により有利には98wt%以上の含量のイソパラフィンを含む。
【０１３８】
　1つの実施形態によると、炭化水素含有流体中に存在するイソパラフィンは12～30個の
炭素原子、好ましくは13～19個の炭素原子、更により好ましくは14～18個の炭素原子を含
む。
【０１３９】
　炭化水素含有流体は、有利には、炭化水素含有流体の総質量に対して10wt%以下、好ま
しくは5wt%以下、更により好ましくは2wt%以下の含量の直鎖パラフィンを含む。
【０１４０】
　イソパラフィンは有利には非環式のイソパラフィンである。好ましくは炭化水素含有流
体は、少なくとも12:1、好ましくは少なくとも15:1、より好ましくは少なくとも20:1のイ
ソパラフィンの直鎖パラフィンに対する質量比を有する。更により特定の実施形態による
と、炭化水素含有流体は直鎖パラフィンを含まない。
【０１４１】
　炭化水素含有流体は、好ましくは、質量により90～100%の含量のイソパラフィン及び0
～10%の含量の直鎖パラフィン、好ましくは95～100%の、12～30個の炭素原子、好ましく
は12～24個の炭素原子、より好ましくは12～22個の炭素原子を含むアルカンから選択され
るイソパラフィンを含む。
【０１４２】
　特定の実施形態によると、炭化水素含有流体は、イソパラフィンのような、14～18個の
炭素原子を有する大部分、即ち90wt%より多くの分子を含む。
【０１４３】
　別の実施形態によると、炭化水素含有流体は60～95wt%、好ましくは80～98wt%の、C15
イソパラフィン、C16イソパラフィン、C17イソパラフィン、C18イソパラフィン及びそれ
らの2種以上の混合物からなる群から選択されるイソパラフィンを含む。
【０１４４】
　1つの実施形態によると、炭化水素含有流体は:
-　15個の炭素原子を有するイソパラフィン及び16個の炭素原子を有するイソパラフィン
を、炭化水素含有流体の総質量に対して80～98wt%の総量で含むか、又は
-　16個の炭素原子を有するイソパラフィン、17個の炭素原子を有するイソパラフィン及
び18個の炭素原子を有するイソパラフィンを、炭化水素含有流体の総質量に対して80～98
wt%の総量で含むか、又は
-　17個の炭素原子を有するイソパラフィン及び18個の炭素原子を有するイソパラフィン
を、炭化水素含有流体の総質量に対して80～98wt%の総量で含む。
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【０１４５】
　本発明の好ましい実施形態によると、炭化水素含有流体は、17個の炭素原子を有するイ
ソパラフィン及び18個の炭素原子を有するイソパラフィンを、炭化水素含有流体の総質量
に対して80～98wt%の総量で含む。
【０１４６】
　好ましい炭化水素含有流体の例は:
-　炭化水素含有流体の総質量に対して30～70wt%のC15イソパラフィン及び30～70wt%のC1
6イソパラフィン、好ましくは40～60wt%のC15イソパラフィン及び35～55wt%のC16イソパ
ラフィン、
-　炭化水素含有流体の総質量に対して5～25%のC15イソパラフィン、30～70%のC16イソパ
ラフィン及び10～40%のC17イソパラフィン、好ましくは8～15%のC15イソパラフィン、40
～60%のC16イソパラフィン及び15～25%のC17イソパラフィン、
-　炭化水素含有流体の総質量に対して5～30%のC17イソパラフィン及び70～95%のC18イソ
パラフィン、好ましくは10～25%のC17イソパラフィン及び70～90%のC18イソパラフィン
を含むものである。
【０１４７】
　炭化水素含有流体は、好ましくは、質量含量で3%以下、好ましくは1%以下、より好まし
くは0.5%以下、更により好ましくは500ppm以下、又は更に100ppm又は50ppmのナフテン系
化合物を含む。
【０１４８】
　別の実施形態によると、炭化水素含有流体は、質量含量で90～100%のイソパラフィン、
質量含量で0～10%の直鎖パラフィン及び質量含量で1%以下のナフテン系化合物を含む。好
ましくは、炭化水素含有流体は、質量含量で95～100%のイソパラフィン、0～5%の直鎖パ
ラフィン及び質量含量で0.5%以下のナフテン系化合物を含む。より好ましくは、質量含量
で98%～100%のイソパラフィン、0～2%の直鎖パラフィン及び質量含量で100ppm以下のナフ
テン系化合物を含む。
【０１４９】
　炭化水素含有流体は有利には芳香族化合物を含まない。「含まない」とは、例えばUV分
光分析により測定して、質量含量で500ppm以下、好ましくは300ppm以下、好ましくは100p
pm以下、より好ましくは50ppm以下、有利には20ppm以下の芳香族化合物を意味する。
【０１５０】
　炭化水素含有流体中のイソパラフィン、直鎖パラフィン、ナフテン系化合物及び/又は
芳香族物質の質量含量は当業者によく知られている方法により決定することができる。非
限定例として、ガスクロマトグラフィーを使用する方法が挙げられる。
【０１５１】
　もう1つ別の実施形態によると、炭化水素含有流体は、質量含量で90～100%のイソパラ
フィン、質量含量で0～10%の直鎖パラフィン、質量含量で1%以下のナフテン系化合物及び
質量含量で500ppm以下の芳香族化合物を含む。好ましくは、炭化水素含有流体は、質量含
量で95～100%のイソパラフィン、0～5%の直鎖パラフィン、質量含量で0.5%以下のナフテ
ン系化合物及び質量含量で300ppm以下、好ましくは100ppm未満、好ましくは50ppm未満、
有利には20ppm未満の芳香族化合物を含む。また好ましくは、炭化水素含有流体は質量含
量で95～100%のイソパラフィン、0～5%の直鎖パラフィン及び質量含量で100ppm以下の芳
香族化合物を含む。より好ましくは、質量含量で98%～100%のイソパラフィン、0～2%の直
鎖パラフィン、質量含量で100ppm以下のナフテン系化合物及び質量含量で100ppm以下の芳
香族化合物を含む。
【０１５２】
　また、炭化水素含有流体は、好ましくは、極めて低い質量含量の、典型的には5ppm以下
、好ましくは3ppm以下、より好ましくは0.5ppm以下のイオウ含有化合物を、慣用の低イオ
ウ含量分析機で検出できないほど低いレベルで有する。
【０１５３】
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　また、炭化水素含有流体は、好ましくは、規格EN ISO 2719に従って110℃以上、好まし
くは120℃以上、より好ましくは140℃以上の引火点を有する。通例110℃を上回る高い引
火点は、特に、一方で炭化水素含有流体の過度に敏感な可燃性を回避することにより貯蔵
及び輸送中の安全性の問題を克服することを可能にする。
【０１５４】
　また、炭化水素含有流体は、好ましくは、20℃で0.01kPa以下の蒸気圧を有する。
【０１５５】
　1つの実施形態によると、炭化水素含有流体はまた好ましくは、規格EN ISO 2719に従っ
て110℃以上の引火点及び20℃で0.01kPa以下の蒸気圧を有する。好ましくは炭化水素含有
流体は120℃以上の引火点及び20℃で0.01kPa以下の蒸気圧を有する。より好ましくは、14
0℃以上の引火点及び20℃で0.01kPa以下の蒸気圧を有する。
【０１５６】
　炭化水素含有流体は可燃性、臭気及び揮発性の問題を克服できる沸点、引火点及び蒸気
圧を有する。
【０１５７】
　また、炭化水素含有流体は好ましくは規格EN ISO 3104に従って40℃で5cSt以下、好ま
しくは4cSt以下、より好ましくは3.5cSt以下の動粘度を有する。
【０１５８】
　炭化水素含有流体は当業者に公知のいかなる方法で得てもよい。
【０１５９】
　一般に炭化水素含有流体はバイオマス変換で得られる炭化水素含有カットである。
【０１６０】
　「バイオマス変換で得られる」は、本発明の状況で、生物学的起源の原料から生成され
る炭化水素含有カットを意味する。
【０１６１】
　1つの実施形態によると、炭化水素含有流体は:
-　炭化水素含有流体の総質量に対して質量含量で95～100%、好ましくは98%～100%のイソ
パラフィン、及び
-　炭化水素含有流体の総質量に対して質量含量で5%以下、好ましくは2%以下の直鎖パラ
フィン;及び
-　炭化水素含有流体の総質量に対して質量含量で0.5%以下、好ましくは100ppm以下のナ
フテン系化合物;及び
-　炭化水素含有流体の総質量に対して質量含量で300ppm以下、好ましくは100ppm以下、
より好ましくは50ppm以下、有利には20ppm以下の芳香族化合物
を含む。
【０１６２】
　特定の実施形態によると、炭化水素含有流体は炭化水素含有流体の総質量に対して質量
含量で98%～100%のイソパラフィン、及び40℃で5cSt以下、好ましくは4cSt以下、好まし
くは3.5cSt以下の動粘度を含む。
【０１６３】
　ラジカル阻害剤
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は更に少なくとも1種のラジカル阻害剤を含ん
でいてもよい。
【０１６４】
　前記ラジカル阻害剤はそれ自体当業者に知られており、様々な化学的性質を有し得、い
ろいろな化学的分類に属し得る。
【０１６５】
　ラジカル阻害剤のうち、とりわけリンを含有するラジカル阻害剤が挙げられる。
【０１６６】
　リンを含有するラジカル阻害剤のうち、リンがP(V)又は5価のリンである化合物、特に
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ホスフェート、例えばリン酸トリエチル、リン酸トリメチル、場合によりフッ素化されて
いてもよいリン酸アルキル或いはリン酸アリール、ホスファゼン、例えばヘキサメトキシ
-シクロトリホスファゼンと、リンがP(III)又は3価のリンである化合物、特にホスファイ
ト、例えばトリス(2,2,2-トリフルオロエチル)ホスファイトは区別される。
【０１６７】
　他の添加剤
　本発明の一変形によると、本発明に従って使用される組成物は更に、基油の特性を調節
する添加剤を含んでいてもよい。
【０１６８】
　かかる添加剤は摩擦調整剤、洗剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、分散剤、酸化防止剤、
流動点改良剤、消泡剤及びこれらの混合物から選択され得る。
【０１６９】
　これらの添加剤は、当業者が精通しているACEA(欧州自動車工業会)及び/又はAPI(アメ
リカ石油協会)により規定されている性能レベルを有する自動車エンジン用の業務用潤滑
剤の配合のために既に市販されているもののように、個別に、及び/又は混合物の形態で
導入され得る。
【０１７０】
　耐摩耗添加剤及び極圧添加剤は摩擦面に吸着する保護膜を形成することにより前記表面
を保護する。
【０１７１】
　多種多様の耐摩耗添加剤がある。好ましくは、本発明に従って使用される組成物の場合
、耐摩耗添加剤はチオホスフェート添加剤、例えば金属アルキルチオホスフェート、特に
亜鉛アルキルチオホスフェート、より具体的には亜鉛ジアルキルジチオホスフェート又は
ZnDTPから選択される。好ましい化合物は式Zn((SP(S)(OR2)(OR3))2のものであり、式中の
同一でも異なってもよいR2及びR3は独立してアルキル基、好ましくは1～18個の炭素原子
を含むアルキル基を表す。
【０１７２】
　アミンホスフェートも本発明に従って使用される組成物中に使用され得る耐摩耗添加剤
である。しかし、これらの添加剤により供給されるリンは、これらの添加剤が灰分を生成
するので、自動車触媒系の毒として作用し得る。これらの効果は、アミンホスフェートの
一部を、例えば多硫化物、特にイオウを含有するオレフィンのような、リンを供給しない
添加剤と置き換えることにより最小限にすることができる。
【０１７３】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は組成物の総質量に対して質量で0.01～6wt%、
好ましくは0.05～4wt%、より好ましくは0.1～2wt%の耐摩耗添加剤及び極圧添加剤を含み
得る。
【０１７４】
　特定の実施形態によると、本発明に従って使用される潤滑油組成物は耐摩耗添加剤及び
極圧添加剤を含まない。特に、本発明に従って使用される潤滑油組成物はホスフェートを
含有する添加剤を含まないのが有利である。
【０１７５】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は少なくとも1種の摩擦調整添加を含んでいて
もよい。摩擦調整添加剤は金属元素を供給する化合物及び無灰化合物から選択され得る。
金属元素を供給する化合物のうち、その配位子が酸素、窒素、イオウ又はリン原子を含む
炭化水素化合物であり得る、Mo、Sb、Sn、Fe、Cu、Znのような遷移金属の錯体が挙げられ
る。無灰の摩擦調整添加剤は一般に有機起源であり、脂肪酸とポリオールのモノエステル
、アルコキシル化アミン、アルコキシル化脂肪アミン、脂肪エポキシド、ホウ酸脂肪エポ
キシド;脂肪アミン又は脂肪酸グリセロールエステルから選択され得る。本発明によると
、脂肪化合物は10～24個の炭素原子を含む少なくとも1種の炭化水素基を含む。
【０１７６】
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　本発明に従って使用される潤滑油組成物は組成物の総質量に対して0.01～2wt%又は0.01
～5wt%、好ましくは0.1～1.5wt%又は0.1～2wt%の摩擦調整添加剤を含んでよい。
【０１７７】
　有利には、本発明に従って使用される潤滑油組成物は摩擦調整添加剤を含まない。
【０１７８】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は少なくとも1種の酸化防止性添加剤を含み得
る。
【０１７９】
　酸化防止性添加剤は一般に使用中の組成物の劣化の遅延を可能にする。この劣化は特に
堆積物の形成、汚泥の存在又は組成物の粘度の増大に反映され得る。
【０１８０】
　酸化防止性添加剤は特にラジカル阻害剤又はヒドロペルオキシドの破壊剤として作用す
る。一般に使用される酸化防止性添加剤のうち、フェノール型の酸化防止性添加剤、アミ
ノ型の酸化防止性添加剤、及びチオホスフェート酸化防止剤が挙げられる。これらの酸化
防止性添加剤のある種のもの、例えばチオホスフェート酸化防止剤は灰分を生成し得る。
フェノール系酸化防止剤は無灰であり得るか、又は中性若しくは塩基性の金属塩の形態で
あり得る。酸化防止性添加剤は特に立体障害フェノール、立体障害フェノールエステル及
びチオエーテル架橋を含む立体障害フェノール、ジフェニルアミン、少なくとも1種のC1
～C12アルキル基で置換されたジフェニルアミン、N,N'-ジアルキルアリールジアミン並び
にこれらの混合物から選択され得る。
【０１８１】
　好ましくは、本発明によると、立体障害フェノールは、フェノール基を含み、アルコー
ル官能性を有する炭素に隣接する少なくとも1つの炭素が少なくとも1つのC1～C10アルキ
ル基、好ましくはC1～C6アルキル基、好ましくはC4アルキル基、好ましくはtert-ブチル
基で置換されている化合物から選択される。
【０１８２】
　アミン化合物は、場合によりフェノール系酸化防止剤と組み合わせて使用してもよいも
う1つ別のクラスの酸化防止性添加剤である。アミン化合物の例は芳香族アミン、例えば
式NR4R5R6の芳香族アミンである。式中のR4は場合により置換されていてもよい脂肪族基
又は芳香族基を表し、R5は場合により置換されていてもよい芳香族基を表し、R6は水素原
子、アルキル基、アリール基又は式R7S(O)zR

8の基を表し、式中R7はアルキレン基又はア
ルケニレン基を表し、R8はアルキル基、アルケニル基又はアリール基を表し、zは0、1又
は2を表す。
【０１８３】
　硫化アルキルフェノール又はそのアルカリ金属及びアルカリ土類塩も酸化防止性添加剤
として使用できる。
【０１８４】
　もう1つ別のクラスの酸化防止性添加剤は銅化合物、例えばチオ-又はジチオリン酸銅、
銅及びカルボン酸の塩、ジチオカルバミン酸銅、スルホネート、フェノラート、及びアセ
チルアセトネートである。銅I及びIIの塩、コハク酸又は無水物の塩も使用できる。
【０１８５】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は当業者に公知のあらゆる種類の酸化防止性添
加剤を含有し得る。
【０１８６】
　有利には、本発明に従って使用される潤滑油組成物は少なくとも1種の無灰酸化防止性
添加剤を含む。
【０１８７】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は組成物の総質量に対して0.5～2wt%の少なく
とも1種の酸化防止性添加剤を含み得る。
【０１８８】
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　本発明に従って使用される潤滑油組成物はまた少なくとも1種の洗剤添加剤も含み得る
。
【０１８９】
　洗剤は一般に、酸化及び燃焼の副産物を溶解することにより金属部品の表面上の堆積物
の形成を低下させることを可能にする。
【０１９０】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物に使用できる洗剤は一般に当業者が精通してい
る。洗剤は長い親油性の炭化水素鎖及び親水性の頭部を含むアニオン性の化合物であり得
る。関連のカチオンはアルカリ金属又はアルカリ土類金属の金属カチオンでよい。
【０１９１】
　洗剤は好ましくはカルボン酸、スルホン酸、サリチル酸、ナフテン酸、及びフェノラー
トのアルカリ金属又はアルカリ土類金属の塩から選択される。アルカリ金属及びアルカリ
土類金属は好ましくはカルシウム、マグネシウム、ナトリウム又はバリウムである。
【０１９２】
　これらの金属塩は一般に化学量論量又は過剰の、従って化学量論量より多くの量で金属
を含む。その場合過塩基性化した洗剤であり;そこで洗剤添加剤に過塩基性化した特徴を
与える過剰の金属は一般に油に不溶性の金属塩、例えば炭酸塩、水酸化物、シュウ酸塩、
酢酸塩、グルタミン酸塩、好ましくは炭酸塩の形態である。
【０１９３】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は例えば組成物の総質量に対して2～4wt%の洗
剤を含み得る。
【０１９４】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は少なくとも1種の流動点降下剤も含み得る。
【０１９５】
　パラフィン結晶の生成を遅くすることにより、流動点降下剤は一般に組成物の低温挙動
を改良する。
【０１９６】
　流動点降下剤の例として、アルキルポリメタクリレート、ポリアクリレート、ポリアリ
ールアミド、ポリアルキルフェノール、ポリアルキルナフタレン、アルキル化ポリスチレ
ンが挙げられる。
【０１９７】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物はまた少なくとも1種の分散剤も含み得る。
【０１９８】
　分散剤はマンニッヒ塩基、スクシンイミド及びこれらの誘導体から選択され得る。
【０１９９】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物は例えば組成物の総質量に対して0.2～10wt%の
分散剤を含み得る。
【０２００】
　本発明に従って必要とされる組成物の粘度、及び場合により密度を達成するために、組
成物の様々な構成成分、及び上で定義された様々な添加剤の割合を調節することは当業者
にゆだねられる。
【０２０１】
　用途
　上述したように、本発明に従って定義される組成物は、その潤滑及び冷却に関する組み
合わせられた特性のおかげで、モーター及び変速機を潤滑するための流体として、また電
気自動車又はハイブリッド車の推進システム、より特定的にはモーター、パワーエレクト
ロニクス及び電池のための冷却流体として、両方に使用することができる。
【０２０２】
　このように、その局面の1つに従って、本発明は、
(i)少なくとも1種の基油、
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(ii)基油(i)と異なる少なくとも1種の式(I)のジエステル:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b　(I)
(式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基、特
にメチル、エチル若しくはプロピル基、とりわけメチルを表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは1、2又は3の値を有し;sが1と異なるとき、nは同一でも異なってもよいと理解され;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して2～11個の炭素原子、好ましく
は3～8個の炭素原子の直鎖状の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化水
素基を表し;
　但し、sが2の値を有し、同一であるnが2の値を有するとき、基Rの少なくとも1つは直鎖
状又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し;
　但し、sが1の値を有し、nが3の値を有するとき、エステル官能基の酸素原子のベータ位
の炭素に結合した基Rの少なくとも1つは水素原子を表す)
を含む組成物の、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムのための潤滑流体及び冷
却流体としての使用に関する。
【０２０３】
　「冷却流体」は、本発明の意味で、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムによ
り発生した熱を消散することができる流体を意味する。より詳細には、かかる流体は、加
熱されている部品と接触している際の高まった熱吸収能力によって特徴付けられる。
【０２０４】
　特に、本発明に従って使用される組成物は、電気自動車又はハイブリッド車の推進シス
テムとの熱交換を最適化することを可能にする。有利には、50℃において1.8kJ/kg/Kを超
え、好ましくは2kJ/kg/Kを超える気圧で測定される熱容量を有する。
【０２０５】
　有利には、本発明に従って使用される組成物は、電池のセルと前記組成物との直接の接
触を可能にする何らかの実施により、特に浸漬又は半浸漬によって電池と接触させられる
。
【０２０６】
　或いは、本発明に従って使用される潤滑油組成物は以下に記載される方法によって電池
と直接接触させるのが有利である。
【０２０７】
　電気自動車又はハイブリッド車の推進システムに適した電池として、Li-イオン電池又
はニッケル-カドミウム電池を挙げることができる。
【０２０８】
　特に、本発明は電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを潤滑し冷却するための
上で定義された組成物の使用に関する。
【０２０９】
　電気モーターは通例電池により供給される(2)。リチウム-イオン電池は電気自動車の分
野で最も広く使用されている。ますます強力になり、その大きさが次第に小さくなる電池
の開発は前記電池の冷却の問題を引き起こす。実際、電池が50～60℃の程度の温度を超え
ると、電池の発火、又は更には爆発の危険性が高い。また、電池の最適な動作のために約
0℃を超える温度に電池を保持する必要もある。
【０２１０】
　図1に概略的に示されているように、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムは
特に電気モーター部品(1)を含む。後者は通例、ステーター(13)及びローター(14)に接続
されたパワーエレクトロニクス(11)を含む。
【０２１１】
　ステーターは、交互に電流が供給されるコイル、特に銅コイルを含む。これにより、回
転磁場を発生することが可能になる。ローター自体はコイル、永久磁石又は他の磁性材料
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を含み、回転磁場により回転させられる。
【０２１２】
　推進システム(1)のパワーエレクトロニクス(11)、ステーター(13)及びローター(14)は
モーターの作動中大量の熱を発生する複雑な構造の要素である。従って電気モーター及び
パワーエレクトロニクスの冷却を提供することが必須である。
【０２１３】
　また、一般にステーター(13)とローター(14)との間に組み込まれたベアリング(12)は高
い機械的応力を受け、疲労摩耗の問題を呈する。従ってその有効寿命を増大するためにベ
アリングを潤滑する必要がある。
【０２１４】
　このように、上に記載された組成物によって、電気自動車又はハイブリッド車において
、変速機、特に減速ギア装置を潤滑することが可能になる。
【０２１５】
　上に記載された使用は組み合わせてもよく、上に記載された組成物は電気自動車又はハ
イブリッド車のモーター、電池及び変速機のための潤滑剤及び冷却流体の両方として使用
できると理解される。
【０２１６】
　従って、本発明は、上に記載された組成物の、電池、モーター、及びパワーエレクトロ
ニクスを冷却するための、モーター及び変速機を潤滑するための、そして電気自動車又は
ハイブリッド車の推進システム、特に電池の防火のための使用に関する。
【０２１７】
　特に、かかる組成物は電気モーターのパワーエレクトロニクス及び/又はローター及び/
又はステーターを冷却することを可能にする。また、電気自動車又はハイブリッド車の電
気モーターのローターとステーターとの間に配置されたベアリングの潤滑も提供すること
ができる。
【０２１８】
　従って、本発明は、全体として電気自動車又はハイブリッド車の推進システムの冷却及
び潤滑の特性を併せ持つ単一の組成物の使用を可能にするという利点を提供する。
【０２１９】
　その上、少なくとも1種の基油中の少なくとも1種の上に定義された式(I)のジエステル
の使用は、基油の可燃性温度を上昇させることを可能にする。
【０２２０】
　従って、本発明はまた、少なくとも1種の基油を含む組成物中の少なくとも1種の式(I)
のジエステルの、組成物の不燃特性を改良するための使用にも関する。
【０２２１】
　本発明は更に、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムの少なくとも1つの機械
的部品、とりわけ少なくとも1つの電池、特にリチウム-イオン又はニッケル-カドミウム
電池を上で定義された組成物と接触させる少なくとも1つの工程を含む、前記システムを
冷却し潤滑する方法に関する。
【０２２２】
　特定の実施形態によると、接触させる工程は、電池の前記組成物中への静止又は循環す
る浸漬又は半浸漬、或いは電池の表面上への前記組成物の注入からなる。
【０２２３】
　本発明に従って使用される潤滑油組成物並びにその使用に関して記載された特徴及び優
先度は全てこの方法にも当てはまる。
【０２２４】
　本発明に従って定義された潤滑油組成物による冷却は当業者により知られているいずれ
かの方法により実施できる。
【０２２５】
　電池は静止した又は循環する前記組成物中に浸すか又は半ば浸すとよい。
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　直接接触の例として、注入、ジェット、噴霧、或いは圧力下での本発明に従って使用さ
れる組成物からのミストの形成及び電池にかかる重力による冷却を挙げることができる。
【０２２７】
　有利には、組成物は、推進システムの冷却されるべきゾーンに極めて高い圧力でジェッ
トにより注入される。有利には、この注入に起因する剪断力により、注入ゾーンのレベル
での流体の粘度を静止時の動粘度に対して低下させ、結果として組成物の冷却可能性を更
に増大することが可能になる。
【０２２８】
　従って、本発明はまた、上で定義された電気自動車又はハイブリッド車の推進システム
を冷却し潤滑する方法であって、機械的部品が静止又は循環する前記組成物中に浸漬又は
半浸漬された少なくとも1つの電池であるか、又は前記組成物を注入、ジェットにより、
噴霧により、或いは圧力下及び電池にかかる重力により前記組成物からミストを生成する
ことにより電池と直接接触させる、方法にも関する。
【０２２９】
　なお、例えば文書国際公開第2015/116496号に記載されているように、電気モーターに
一般に使用されているオイル循環系を使用してもよい。
【実施例】
【０２３０】
(実施例1)
本発明に従うジエステルの流動学的及び熱的性質の測定
流動学的性質の測定:
エステルの流動学的性質は規格ASTM D445に従って決定される、mm2/sで表される、その動
粘度を40℃(KV40)及び100℃(KV100)で測定することにより定量化される。
【０２３１】
熱的性質の測定:
エステルの熱的性質は、その熱伝導率及びその熱容量(heat capacity又はcalorific capa
city)を測定することにより評価することができる。
【０２３２】
　熱伝導率は規格ASTM D7896に従って測定される。
【０２３３】
　熱容量は規格ASTM E1269に従って測定される。
【０２３４】
　ジエステルの種類
　熱的及び流動学的性質は、下記Table 1(表2)に示すアルコールと酸のエステル化から得
られたジエステルに対して測定された。
【０２３５】
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【表２】

【０２３６】
　結果
　得られた結果を下記Table 2(表3)に示す。
【０２３７】

【表３】

【０２３８】
　上の結果から明らかなように、本発明による式(I)のジエステルは、電気自動車又はハ
イブリッド車の推進システムの部品の潤滑及び冷却の目的の潤滑油組成物にこれらのジエ
ステルを使用することを可能にする流動学的性質並びに熱伝導率及び熱容量の値を有して
いる。
【０２３９】
(実施例2)
本発明に従う及び本発明に従わないジエステルの揮発性の測定
測定の方法
ジエステルの揮発性は、より特定的には規格ASTM D6375に従って行われる熱重量分析(TGA
)により定量化される。
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【０２４０】
　試験するべきジエステルを247℃～249℃の温度に迅速に加熱し、その後この温度に保つ
。熱重量分析測定のための装置は試料の蒸発に関連する質量損失百分率を時間の関数とし
て記録する。
【０２４１】
　得られる結果は蒸発させるべき最初のエステルの20%に対してかかる、秒で表される時
間に対応する。この時間が長いほど、製品の蒸発が遅くなり、その結果として潤滑剤の寿
命がより長くなる。
【０２４２】
　ジエステルの種類
　本発明に従う上で定義されたジエステルE2及びE3、並びに本発明に従わない2つのジエ
ステルE8及びE9を試験した。
【０２４３】
　ジエステルE8及びE9はそれぞれトリエチレングリコールとヘプタン酸及び2-エチルヘキ
サン酸とのエステル化により得られる。
【０２４４】
　結果
　得られた結果は下記Table 3(表4)に示す。
【０２４５】
【表４】

【０２４６】
　本発明に従うジエステルE2及びE3は、本発明に従わないジエステルE8及びE9より長い蒸
発時間を有する。
【０２４７】
　これらの結果は、本発明に従う式(I)のジエステルが、それが使用される組成物に、特
に長時間の使用にわたる潤滑及び冷却の有利な特性を付与することによりオイル交換間隔
を延ばすことを示している。
【符号の説明】
【０２４８】
　　1　電気モーター部品
　　11　パワーエレクトロニクス
　　12　ベアリング
　　13　ステーター
　　14　ローター
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【図１】

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月26日(2021.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し潤滑するための組成物の使用で
あって、前記組成物は、少なくとも:
(i)少なくとも1種の基油;及び
(ii)基油(i)と異なる少なくとも1種の式(I)のジエステル:
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)s-C(O)-R

b　　(I)
（式中:
-　Rは、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル基を表
し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは1、2又は3の値を有し;sが1と異なるとき、nは同一でも異なってもよいと理解され;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子の直鎖状
の鎖を有する飽和又は不飽和の、直鎖状又は分岐した炭化水素基を表し;
　但し、sが2の値を有し、同一であるnが2の値を有するとき、基Rの少なくとも1つは直鎖
状又は分岐した(C1～C5)アルキル基を表し;
　但し、sが1の値を有し、nが3の値を有するとき、エステル官能基の酸素原子のベータ位
の炭素に結合した基Rの少なくとも1つは水素原子を表す）
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を含む、使用。
【請求項２】
　基油が100℃で規格ASTM D445に従って測定して1.5～8mm2/sの動粘度を有することを特
徴とする、請求項1に記載の使用。
【請求項３】
　基油が、ポリアルファオレフィン及び2～8個の炭素原子を含むアルキレンオキシドの重
合又は共重合により得られるポリアルキレングリコールのような合成油から選択される、
請求項1又は2に記載の使用。
【請求項４】
　組成物が60%～99.5質量%の基油、又は基油の混合物を含むことを特徴とする、請求項1
～3のいずれか一項に記載の使用。
【請求項５】
　式(I)のジエステルが式(I')のジエステルである、請求項1～4のいずれか一項に記載の
使用：
Ra-C(O)-O-([C(R)2]n-O)-([C(R')2]m-O)s-1-C(O)-R

b　 (I')
（式中:
-　R及びR'は、互いに独立して、水素原子又は直鎖状若しくは分岐した(C1～C5)アルキル
基を表し;
-　sは1又は2の値を有し;
-　nは2の値を有し;
-　mは2の値を有し;
-　Ra及びRbは、同一でも異なってもよく、互いに独立して、2～11個の炭素原子の直鎖状
の鎖を有する飽和又は不飽和の直鎖状又は分岐した炭化水素基を表し;
但し、sが2の値を有するとき、基R又はR'の少なくとも1つは直鎖状又は分岐した(C1～C5)
アルキル基を表す）。
【請求項６】
　式(I)の1種または複数種のジエステルが、組成物の総質量に対して、1～30wt%の含量で
存在する、請求項1～5のいずれか一項に記載の使用。
【請求項７】
　組成物が更に、50℃以上の沸点を有する炭化水素含有流体、ラジカル阻害剤、摩擦調整
剤、洗剤、耐摩耗添加剤、極圧添加剤、分散剤、酸化防止剤、流動点改良剤、消泡剤及び
これらの混合物から選択される少なくとも1種の添加剤を含む、請求項1～6のいずれか一
項に記載の使用。
【請求項８】
　電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し潤滑する方法であって、前記シ
ステムの少なくとも1つの機械的部品を、請求項1～7のいずれか一項に規定の組成物と接
触させる少なくとも1つの工程を含む、方法。
【請求項９】
　前記少なくとも1つの機械的部品が前記組成物中に静止して又は循環しながら浸漬され
たか若しくは半浸漬された少なくとも1つの電池であるか、又は前記組成物が注入により
、ジェット、噴霧により、或いは圧力下及び電池にかかる重力による前記組成物からのミ
ストの生成により直接電池と接触させられることを特徴とする、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　少なくとも1種の基油を含み、電気自動車又はハイブリッド車の推進システムを冷却し
潤滑して推進システムのオイル交換間隔を延ばすための組成物における、請求項1、5及び
6のいずれか一項に規定の式(I)のジエステルの使用。
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【国際調査報告】
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